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ハイブリッドスイカ種子 －技術条件 

1. 基準の対象 

この基準は Citrullus lanatus Thumb種のハイブリッドスイカ種子の要求を定めます。 

2. 検査基準 

本基準を実施する際には以下の検査基準が必要です。有効年度がある基準に対してはそ

の基準を使います。有効年度がない基準の場合は改定、追加された最新バージョンを利

用します。 

TCNV 8548:2011, 植物種子‐検査方法 

TCNV 8550:2011, 植物品種‐ほ場検査方法 

3. 技術条件 

3.1 ほ場 

3.1.1 土地の条件 

採種の目的でハイブリッドスイカを播種する前にほ場をきれいに除草します。前作

にウリ類を栽培しません。 

3.1.2 ほ場検査 

親品種の増殖と F1品種の採種用のほ場検査を最低 3回行わなければなりません。 

‐第 1回目：開花前（種子の由来確認、間隔、異株、病虫害） 

‐第 2回目：開花中と果実形成（異株、病虫害） 

‐第 3回目：収穫前（異株、病虫害、収量推測） 
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そのうち、国に指定されたほ場検査の機関で最低 2回（第 2回目と第 3回目）検査

を実施しなければなりません。 

3.1.3 ほ場条件 

3.1.3.1 間隔 

  親品種の増殖と F1品種の採種用のほ場と他のスイカほ場との最低間隔を以下のとおり

設定します。 

a) 親品種のほ場：1500m 

b) F1品種の採種用のほ場：1000m 

袋をかけて、手で受粉する F1品種の採種用のほ場の場合は母株の畑と父株の畑との間隔

が最低 3mです。 

 

3.1.3.2 品種の均一性 

検査時に品種の均一性が次の表の最低％を達成しなければなりません。 

表１：品種の均一性 

指標 親品種 F1品種 

1．父株、植物体の％、>= 100 99.9 

2. 母株、植物体の％、>= 100 99.9 

3.開花している雌花がある母

株の株数、％、<= 

- 0.1 

 

 

3.2 種子条件 

表２には F1品種の種子品質が定められます。 

指標 親品種 F1品種の種子 

1．純潔性、％の量、>= 99.0 99.0 

2．発芽率、％の種子の

数、>= 

75 80 

3．水分含量、％の量、>= 8.0 8.0 

 



4. 検査方法 

4.1 ほ場 

4.1.1ほ場検査、TCVN 8550:2011による 

4.1.2親品種の均一性、TCVN 8550:2011による 

4.1.3開花している雌花がある母株の株数、TCVN 8550:2011による 

4.2 種子 

4.2.1 サンプリング、TCVN 8548:2011による 

4.2.2 純潔性、TCVN 8548:2011による 

4.2.3 発芽率、TCVN 8548:2011による 

4.2.4 水分含量、TCVN 8548:2011による 
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